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１．はじめに
本実践報告は、2020年度春学期における、「日本語教育実践研究（2）」（以下、「実践研
究」とする）の授業実践（実習先としての科目「敬語コミュニケーション論１（春クォー
ター）・２（夏クォーター）」（以下、「実習クラス」とする）における授業実践を含む）に
関する報告である。従来の対面式での授業実践とはまったく異なる、授業のすべてをオン
ラインで実施した実践がどのようなものであったのかについて、その概要を述べていくこ
とにする。
２．通常時のシラバスや授業運営　
「実践研究」の通常時のシラバスにおける授業概要は、以下のとおりである。
※この科目は、主として実践的な教育が行われる科目です。
この授業では、「待遇コミュニケーション教育／学習」について、実際の教育活動を
通じて学びます。「敬語コミュニケーション論」クラス（金曜３限・GEC設置オープン
教育科目）を実習の場として、受講生の敬語表現・敬語コミュニケーション・敬意コ
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要　旨
本稿は、2020年春学期に実施した、「日本語教育実践研究（2）」の授業実践について、
「実習クラス」での実践と併せ、述べたものである。従来とは異なるオンラインによる
授業形態で実施したことに関して、授業開始前の準備や想定していたこと、授業開始後
に行ったこととを比較検討した結果見えてきた点は、次のようなことである。
授業開始前は、文字コミュニケーションが中核をなす授業実践、特にフォーラムでの
ディスカッションによって展開される授業を想定していたが、実際には、Zoomによる
ライブ授業が行われたこともあり、また、履修生たちの負担などもあったことで、必ず
しも想定どおりではなかった。しかし、ライブによる授業が行えたため、授業内容の説
明や理解、グループ活動の活性化など、対面での授業以上の利点もあったように思われ
る。今後は、新たな授業形態を模索していくことが重要な課題となるだろう。
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ミュニケーション・待遇コミュニケーションに関する意識や能力を高めるために、どの
ような教育／学習を行えばよいのかを実践的に研究していきます。それとともに、具体
的な教案、教材の作成、教育／学習の方法論などについても、検討していくことになり
ます。
また、従来の「実践研究」のガイダンスでの説明資料として配布している「日本語教育
実践研究ガイダンスシート」に示した概要は、次のようなものである。
「敬語（待遇）コミュニケーション」の教育／学習について、実際に授業を担当する
ことを通じて学びます。そのための授業計画、教材作成などを共同で検討し、実践して
いきます。
「敬語コミュニケーション論１・２」（GEC日本語教育学副専攻科目：日本人学生＋
上級学習者対象　注：８コマ＋８コマ）の授業担当。１では主にグループでの活動、２
では主担当としての授業運営も担当することで、学習者のコミュニケーション活動を支
援していきます。
従来の授業運営のおおまかな流れとしては、毎週以下の内容を繰り返していくものであ
る。
「実習クラス」における授業実践
→　「実践研究」でのふりかえりと次回の「実習クラス」の授業に向けた準備・検討
→　「実習クラス」における授業実践に関するふりかえりのレポート
→ 　 次の「実習クラス」に向けた教案作成、授業準備など（「実践研究」の授業時間外
での活動）
「実践研究」の履修生は、「実習クラス」では「担当者」として授業に関わり（主にグ
ループ活動での実践）、「実習クラス２」においては「主担当」としての授業運営（いわゆ
る教壇実習）を行っている。
以上が、通常時のシラバスや授業運営についての概要である。
３．授業開始前の準備や想定
今学期の授業をすべてオンラインで行うことが決まった段階で、まず、「実習クラス」
の授業運営をどのように行うかを検討した。
「実習クラス１・２」の学習目標、授業の到達目標は以下のようなものである。それぞ
れの授業回数が従来の８コマから６コマに変更されたことにより、これらの目標をどう実
現していくのかが課題となった。
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春クォーター　学習目標：
「敬語コミュニケーション」、およびそれに関連する「敬意コミュニケーション」につい
て考えを深める。そこでは、敬語や敬語表現とともに、コミュニケーションにおける「相
互尊重」「丁寧さ」などが中心的な課題となる。敬語コミュニケーションにおける具体的
な問題点と、その解決策を明らかにすることで、敬意コミュニケーションのあり方につい
ての意識を高めていく。また、日本語教育に関心のある受講生は、敬語コミュニケーショ
ンを考察するための観点や説明のための方法などを学ぶ。
授業の到達目標：
・敬語や敬語表現への理解が深まる。
・ 敬語コミュニケーションにおける問題点とその解決策が明らかになり、敬意コミュニ
ケーションのあり方についての理解が深まる。
・ 敬語コミュニケーションを考察するための論点が明確になることで、問題点の指摘と
その説明が可能になる。
夏クォーター　学習目標：
現代共通日本語における行動展開に関する敬語コミュニケーションの諸相について学習
する。丁寧さの原理に基づく理論的な考察とともに、実際のコミュニケーションについて
も検討する。日本語教育に関心のある受講生にとっては、コミュニケーションを理論的に
解明するとともに、学習者に日本語の丁寧さについて説明していく力を高める。
授業の到達目標：
・ 行動展開を意図とする敬語コミュニケーションに関する知識が身につくとともに、そ
の実践的なコミュニケーション力が高まる。
・ 日本語のコミュニケーションにおける丁寧さに関して、理論的に説明する力が高ま
る。
「実習クラス」の授業回数、授業形態の変更に伴い、「実践研究」をどのように進めてい
くのかが、次の大きな課題となった。
５月の授業開始前に、「20年春学期「実践研究２」授業の進め方」を履修生に示したが、
そこでは、以下のような内容を記している。
原則として、早稲田Moodleを用いて授業を進めます。ただし、Zoomを用いること
があるかもしれません。その際には、Moodleを通じてお知らせします。
→　 受講生全体で授業を行う機会も設ける予定です。その際には、みなさんもそこに
参加し、やりとりを促進させる「担当者」としての役割を果たしてください。な
お、みなさんへの連絡は、実践研究メーリングリストを用います。
この時点では、まだ授業を実際にどのような形で進めていくかが確定している状況では
なかったわけであるが、想定していた中心的な授業活動としては、Moodleの「フォーラ
ム」を活用し、ディスカッションをしていくことだった。フォーラムへの書き込みを通じ
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た意見表明や様々な意見交換を基軸として授業を展開し、そこでの「文字」によるコミュ
ニケーションとしての「やりとり・伝え合い」を促し、授業を活性化させていくことを考
えていたわけである。それは、Zoomなどによるライブでのオンライン授業を行う環境が
どこまで整えられるのかが不明であったことや、予定された授業時間に参加することが困
難な受講生たちもいると予想されたことなどに基づく判断であった。
また、従来の授業以上に、事前に資料を提示しておくことや、授業に関する様々な事項
を事前にアナウンスしておくことなどを心がける必要性を感じていた。「実践研究」にお
いては、関連する資料や事前に準備しておく事項などを「実践研究」専用に設置したメー
リングリスト宛てに送付するとともに、その時点で確定していた履修生を対象に授業に関
する説明会なども行い、「実習クラス」でも、授業の進め方に関する資料を事前に提示す
るなど、通常のガイダンスで行っていた内容を補う方策を工夫した。
このように授業開始前には、「文字」によるコミュニケーションが中心になることを想
定していた。
４．授業開始後の活動
授業開始後の活動で起こったことについて、事前に想定していたことと最も大きく異
なったのは、上に述べたように活動の中核を文字コミュニケーションで行う、という点で
あった。
もちろん、フォーラムには、すべての授業時間後に受講生ほぼ全員からの書き込みがあ
り、「実践研究」においては、毎週の授業実践の「ふりかえり」はフォーラムへの投稿に
よって行われていた。また、「実習クラス」においても、毎週の授業はZoomによって行
われ、多くの受講生が受講していたわけだが、そこに参加できない受講生のことも考慮
し、授業参加度はフォーラムへの書き込みを中心に評価することにしたため、ほとんどの
受講生が期待以上に投稿していた。その意味では、フォーラムが大いに活用されたわけ
で、想定どおりだったともいえるわけなのだが、そこでの文字コミュニケーションが中核
になって授業が展開していたかというと、必ずしもそうではなかったように感じている。
思った以上に、書き込みによるやりとりには時間的な制約もあり、受講生たちも、他の
授業と併せ、毎週の「書くという行為」にかけた時間が多かったのだろうと考えられる。
「実践研究」の履修生も、「実習クラス」の授業担当者として、苦労しながらも「やりと
り・伝え合い」を試みたといえるが、必ずしもそれらの活動を中核として授業が進んだと
は言えなかった。これは、もちろん反省点の一つでもあるのだが、一方で、今学期の状況
からすると止むを得ないことだったと言えるのではないかと思っている。
その他にも、想定していなかったことは、日々起こっていたともいえるのだが、授業前
に想定していたことと異なった、という捉え方をするよりも、その都度新たな事態が立ち
上がり、その時々の経験として調整や改善をしつつ対応してきた、といったほうがよいよ
うに感じている。MoodleやZoomにおける形式的な操作上の問題から、グループ活動に
おけるディスカッション、コミュニケーション活動全体のあり方に至るまで、すべてが従
来とは異なる事態であり、そこで生じた課題を解決しようとすること自体がすべて想定外
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の出来事だったと言えるのではないだろうか。
その一方で、従来の授業が改善された点も多くあるように感じている。Zoomで行って
きたライブの授業では、Zoomの持つ機能をできる限り活かし、共有したPPT資料での説
明も、従来よりはわかりやすいものとなっていたように思えるし、Zoomの機能の一つで
あるブレークアウトセッションによるグループ活動も、細かい操作上の問題はありつつ
も、従来の授業では行えなかったグループの組み替えが簡単に可能になることや、従来以
上にグループ活動が活性化したのではないかと思える状況が生まれたといえる。
授業に対するコメントを通じて明らかになったことだが、「実習クラス」の受講生たち
からは、特に「実践研究」の履修生たちが「主担当」となって行った授業について、非常
に好意的に受け止められ、ライブ感覚に溢れた授業に対する高い評価が得られたように思
う。その点では、従来どおり、「実践研究」の履修生たちにとっても、「実習クラス」での
授業実践に一定の手応えはあったと言えるのではないだろうか。
授業回数が、「実践研究」では３コマ、「実習クラス」では各クォーター２コマずつ減じ
た点についても、初回のガイダンスや最終回の全体のまとめなどを工夫することにより、
必ずしも実質的な問題点とはならなかったように思う。
５．おわりに
以上、今学期における「実践研究」および「実習クラス」での授業実践を振り返ってき
たわけだが、すでに多くの指摘があるように、オンライン授業の可能性や課題を授業実践
を通じて確認してきた学期になったと思う。もちろん、オンライン授業では、対面授業で
なくては味わえない交流が持てないことや、教室場面だからこそ見られる受講生・担当者
の実際の活動などが体感できない、という問題点のあることは言うまでもない。しかし、
オンライン授業だからこそ可能になった点もあるわけで、現時点では、対面授業かオンラ
イン授業か、オンデマンド方式かライブ方式か、あるいはハイブリッド方式なのか、どれ
が良いのかを問われたとしても、いずれにも一長一短があるという素朴な感想を述べるに
止まるが、今後、その一長一短を整理し、新たな授業形態を見出していくことが重要なの
だと思う。
（かばや　ひろし　早稲田大学大学院日本語教育研究科）
実践報告
47
